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今
回
の
改
定
の
全
体
的
な
特
色
は
次

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
１
）
国
家
試
験
対
策
の
充
実　

（
２
）
臨
床
実
習
の
充
実

（
３
）
一
般
教
育
と
専
門
基
礎
教
育
の

強
化

（
４
）
科
目
構
成
再
編

（
５
）
指
定
規
則
と
教
学
セ
ン
タ
ー
の

指
導
の
遵
守

（
６
）
臨
床
医
学
教
育
の
整
理
統
合
に

よ
る
効
率
化

（
７
）
全
学
科
・
専
攻
共
通
の
必
修
科

目
「
チ
ー
ム
医
療
論
」
創
設

　

（
１
）
か
ら
（
４
）
ま
で
は
、
入
学

志
願
者
の
漸
減
傾
向
と
高
校
ま
で
に
修

得
し
た
学
力
低
下
に
対
応
す
る
の
が
目

的
で
あ
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
教
育
内

容
を
さ
ら
に
充
実
し
て
卒
業
生
の
総
合

的
学
力
を
高
め
、
世
間
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
、
質
の
良
い
入
学
志
願
者
を
増

や
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

（
５
）
の
指
定
規
則
を
守
る
こ
と
は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
過
去
を
反
省

し
て
あ
え
て
掲
げ
た
。
教
学
セ
ン
タ
ー

の
ご
指
導
に
従
っ
て
、す
べ
て
の
学
科
・

専
攻
で
卒
業
要
件
単
位
を
１
２
４
〜
１

３
９
単
位
の
範
囲
に
収
め
、
１
、
２
群

の
講
義
は
15
コ
マ
２
単
位
、
３
群
の
講

義
は
15
コ
マ
１
単
位
あ
る
い
は
２
単
位

（
学
科
・
専
攻
ご
と
に
統
一
）、
と
し
た
。

　

臨
床
医
学
系
の
講
義
の
多
く
は
、
医

学
部
・
病
院
の
先
生
方
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
が
、
学
科
・
専
攻
間
で
ま

と
め
ら
れ
る
講
義
は
で
き
る
だ
け
ま
と

め
、
学
部
全
体
と
し
て
効
率
よ
く
講
義

が
行
え
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
増
田
教

授
に
ご
努
力
い
た
だ
い
た
が
、
時
間
割

の
決
定
作
業
が
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。

　

「
チ
ー
ム
医
療
論
」
と
い
う
科
目
を

必
修
と
し
て
、
チ
ー
ム
医
療
の
概
念
を

低
学
年
か
ら
教
え
る
よ
う
に
し
た
。
本

学
部
に
と
っ
て
チ
ー
ム
医
療
は
き
わ
め

て
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

◆
国
の
政
策
の
一
つ
に
教
育

再
生
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
会
議
の
第
２
次
報
告
で

「
道
徳
」
を
「
徳
育
」
に
変

え
て
教
科
に
す
る
よ
う
提
言

が
あ
り
、
俄
に
道
徳
が
注
目

さ
れ
て
き
た
。
◆
戦
前
の
国
定
修
身
教

科
書
（
１
９
０
４
年
）
に
あ
る
修
身
は
、

天
皇
制
の
下
、
臣
民
が
守
る
べ
き
道
徳

の
細
目
を
掲
げ
た
教
育
勅
語
に
基
づ
い

て
国
民
の
義
務
、
孝
行
等
が
重
視
さ
れ

た
。
道
徳
は
理
想
、
友
情
、
命
の
大
切

さ
を
強
調
し
て
い
る
。
修
身
に
は
「
孝
、

恩
、
務
」
等
が
あ
り
、「
孝
」
は
親
を

助
け
仕
事
や
勉
学
に
励
ん
だ
二
宮
金
次

郎
を
、「
恩
」
は
忠
犬
ハ
チ
公
を
モ
デ

ル
に
、「
務
」
は
義
務
と
し
て
法
令
を

重
ん
じ
、
納
税
義
務
、
防
衛
な
ど
が
出

て
く
る
。
◆
現
在
の
高
校
学
習
指
導
要

領
に
道
徳
の
時
間
規
定
は
な
い
が
、
道

徳
の
副
読
本
に
は
「
希
、
友
、
命
、
論
」

等
が
あ
り
、「
希
」
は
希
望
、
勇
気
、

不
屈
（
イ
チ
ロ
ー
選
手
）
を
、「
友
」

は
友
情
、
信
頼
、
助
け
合
い
（
五
体
不

満
足
の
乙
武
氏
）
を
、「
命
」
は
生
命

尊
重
、「
論
」
は
相
手
の
意
見
を
聞
き
、

自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
表
現
す
る
等

を
挙
げ
て
い
る
。
◆
今
も
昔
も「
修
身
」

「
道
徳
」
に
登
場
し
て
く
る
共
通
の
人

物
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
、
リ
ン
カ
ー
ン
、

勝
海
舟
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理

由
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

学
部
長　

齋
藤　

豊
和

漂揺漂流

教
育
委
員
長　

野
城　

真
理

平
成
20
年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
の
特
色

　平成20年度の医療衛生学部入学
試験（平成19年度実施）は、基本
的には昨年度と変わりない。
　ただし、選抜入試［後期］で医
療検査学科・医療工学科・リハビ
リテーション学科への志願者は、
出願時に「健康科学科」を第２志
望として指定することができる。

■大学入試センター試験利用選抜入学試験
　願書受付：平成19年12月17日～

平成20年１月25日
　試 験 日： １月19日㈯、

１月20日㈰
　合格発表： ２月９日㈯　13時

■選抜入試
［前期］
　願書受付：平成19年12月17日～

平成20年１月23日
　試 験 日： ２月２日㈯
　合格発表： ２月９日㈯　13時
［後期］
　願書受付：平成20年２月12日～

２月27日
　試 験 日： ３月８日㈯
　合格発表： ３月14日㈮　13時

平成20年度
入試情報

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
４
年
も
経
つ
と
、
よ
り
良
い
教
育
を
行
う
に
は
変
え
た
ほ
う
が
よ
い
こ
と
が

ど
う
し
て
も
目
に
つ
い
て
く
る
。
さ
ら
に
、
平
成
20

年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
で
は
、
大
綱
化

が
遅
れ
た
影
響
で
臨
床
工
学
専
攻
の
卒
業
要
件
単
位
が
多
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
の
を
是
正
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
外
的
要
因
も
あ
っ
た
。
前
教
育
委
員
長
の
梅
田
教
授
が
平
成
18

年

１
月
に
改
定
を
日
程
に
載
せ
て
以
来
、
学
部
の
全
教
員
の
ご
協
力
の
も
と
に
十
分
な
検
討
を
加

え
て
改
定
作
業
を
進
め
、
平
成
19

年
７
月
の
教
授
会
で
承
認
を
得
る
ま
で
、
１
年
半
を
要
し
た
。

平
成
19

年
８
月
末
に
は
関
係
省
庁
へ
の
届
け
出
も
無
事
終
了
し
た
。
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ＥＰＳＰ：excitatory postsynaptic potential  興奮性シナプス後電位

Ｐ
Ｔ

理
学
療
法
学

特集

理学療法士（Physical Therapist : PT）は、お
もにからだの動きとその障害を治療対象とす
る、全国で3万人を超える国家資格による専門
職です。救命センターから在宅まで、運動器
や神経系、呼吸循環器障害にも、そして低出
生体重児から超高齢者まで、あらゆる場面で
患者と向き合い、活躍の場が広がっています。

■理学療法士

　

世
間
一
般
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
聞
い
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
多

い
の
が
理
学
療
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
２
つ
の
言
葉
は
同
義
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

領
域
の
極
め
て
広
い
範
囲
で
理
学
療
法

士
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
理
学
療
法
士
と
患
者
さ

ん
と
の
関
わ
り
を
み
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
。
最
近
は
産

前
診
断
技
術
も
進
み
、
発
達
障
害
が
疑

わ
れ
る
低
出
生
体
重
児
や
遺
伝
子
疾
患

の
乳
幼
児
に
対
し
て
産
後
早
期
か
ら
、

理
学
療
法
士
が
運
動
発
達
や
呼
吸
管
理

の
た
め
の
治
療
に
参
加
し
ま
す
。
更
に
、

幼
児
期
や
学
童
期
に
は
骨
関
節
の
形
成

不
全
や
神
経
筋
疾
患
が
顕
在
化
し
て
く

　

高
齢
化
社
会
の
急
速
な
進
行
に

伴
っ
て
、
加
齢
や
合
併
疾
患
に
よ
る

転
倒
の
危
険
性
が
増
し
、
そ
れ
が
原

因
で
寝
た
き
り
や
死
亡
に
繋
が
る
場

合
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
最

近
は
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
転
倒
予

防
の
研
究
が
進
み
、
超
高
齢
者
に
お

い
て
も
運
動
が
転
倒
予
防
の
有
効
な

手
段
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
介
護
す
る
人
へ
の

具
体
的
な
生
活
指
導
や
住
宅
改
修
に

際
し
て
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
、
日
常
生
活
に
必
要
な
動

作
能
力
や
安
全
性
に
関
す
る
取
り
組

み
も
、
理
学
療
法
士
が
能
力
を
発
揮

す
る
場
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
理
学
療
法
は
、
人
間

の
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
障
害
の
予
防

と
回
復
、
そ
し
て
生
活
機
能
の
す
べ

て
を
支
援
し
て
い
く
も
の
で
す
。
理

学
療
法
は
、
人
間
性
を
構
築
す
る
学

問
で
あ
り
、
人
と
の
繋
が
り
を
深
め

る
職
業
と
言
え
ま
す
。

理
学
療
法
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

障
害
の
予
防
と
回
復

教
育
目
標

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
発
達
障
害
を
監

視
す
る
役
割
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
青
年

期
に
は
運
動
量
が
増
え
ス
ポ
ー
ツ
障
害

の
発
生
頻
度
が
増
加
す
る
た
め
、
理
学

療
法
士
は
こ
れ
ら
の
予
防
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
く
関
与
し
ま
す
。

　

壮
年
期
か
ら
老
年
期
に
入
る
と
、
変

形
性
関
節
症
や
、
最
近
で
は
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
し
て
知
ら

れ
る
生
活
習
慣
に
関
連
す
る
疾
患
が
増

え
て
き
ま
す
。
こ
の
年
代
は
、
動
脈
硬

化
に
基
づ
く
脳
や
心
臓
、
大
血
管
の
病

気
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
予
防
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
理
学
療
法
士

が
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
悪
性
新
生

物
に
対
す
る
治
療
は
格
段
に
進
歩
し
ま

し
た
が
、
手
術
前
後
の
安
静
に
よ
る
影

響
や
化
学
療
法
に
よ
る
消
耗
や
廃
用
と

い
っ
た
も
の
に
は
特
効
薬
は
な
く
、
そ

の
回
復
に
は
運
動
療
法
が
最
良
で
最
善

の
治
療
法
で
す
。

　

医
学
の
進
歩
と
と
も
に
、
早
期
か
ら

　

本
専
攻
で
は
、
理
学
療
法
の
す
べ
て

の
領
域
を
網
羅
す
る
講
義
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
加
え
て
、
北
里
大
学
病
院
と
東
病
院

で
臨
床
を
経
験
し
、
更
に
学
外
施
設
で

も
長
期
間
の
臨
床
実
習
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
専
攻
の
教
育
は
、
知
識
と
臨
床
経

験
の
融
合
を
図
り
、
学
才
に
も
臨
床
能

力
に
も
優
れ
た
、
新
し
い
世
代
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
理
学
療
法
士
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

障
害
の
最
小
化
を
目
指
す
取
り
組
み
は
、

救
命
セ
ン
タ
ー
や
集
中
治
療
室
で
の
呼

吸
理
学
療
法
や
、
心
疾
患
患
者
に
対
す

る
積
極
的
な
運
動
療
法
と
し
て
臨
床
応

用
さ
れ
、
今
日
の
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
高
齢
者
は
合
併
す
る
疾
患
が

多
く
、
体
力
の
回
復
に
時
間
が
か
か
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
入
院
時
の

理
学
療
法
だ
け
で
は
十
分
な
回
復
が
得

ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
理
学
療
法
士
は

積
極
的
に
地
域
の
セ
ン
タ
ー
や
家
庭
に

出
向
い
て
、
対
象
者
の
運
動
機
能
の
回

復
・
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

生
活
動
作
か
ら
考
え
る

マシーンを用いた筋力
トレーニングの実習

呼吸理学療法の実習・打診
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ＩＰＳＰ：inhibitory postsynaptic potential  抑制性シナプス後電位

Ｏ
Ｔ

作
業
療
法
学

特集

作業療法士（Occupational Therapist : OT）は、
厚生労働省認可の養成過程終了後、国家試験
により与えられる資格。様々な作業活動を用
いて疾患や障害の治療や予防を行う。身体、
精神、発達、老人等対象領域が広く、職域も
医療、福祉、職能、教育等多様。現在、約３
万人の資格者がいるが需要は依然高い。

■作業療法士

今年の春、桜の木の下で

作
業
は
自
然
の
最
善
の
医
師

理
学
療
法
と作

業
療
法
は
両
輪

　

作
業
療
法
の
歴
史
は
意
外
に
古
く
、

ギ
リ
シ
ャ
の
医
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
は
、

例
え
ば
、
譫

せ
ん
も
う
し
ょ
う

妄
症
の
人
に
音
楽
、
歌
曲
、

演
劇
を
用
い
て
鎮
静
を
も
た
ら
し
、
医

祖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
腰
痛
症
の
人
に
乗

馬
を
勧
め
て
効
果
を
あ
げ
た
と
い
い
ま

す
。
少
し
下
っ
て
、
ガ
レ
ン
は
農
耕
、

園
芸
、
魚
釣
り
、
木
工
作
業
、
な
ど
を

治
療
に
用
い
て
、「
作
業
を
す
る
こ
と

は
、
自
然
の
最
善
の
医
師
で
あ
り
、
人

間
の
幸
福
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
の
な
か
に

現
在
に
も
続
く
作
業
療
法
の
哲
学
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
は
戦
後
に
な
っ
て
主
に
ア
メ

リ
カ
の
作
業
療
法
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
前
に
も
都
立
松
沢
病
院
で
の
精

神
科
作
業
療
法
の
実
践
や
、
国
立
療
養

所
で
の
肺
結
核
患
者
を
対
象
と
し
た
も

の
、
九
州
労
災
病
院
で
の
現
職
復
帰
へ

の
取
り
組
み
、
療
育
と
い
う
独
自
の
理

念
の
下
で
の
発
達
障
害
児
へ
の
援
助
な

ど
諸
外
国
に
劣
ら
な
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
、
作
業
療
法
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、

資
格
制
度
の
整
備
や
効
果
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、昭
和
40
年「
理

学
療
法
・
作
業
療
法
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
業
療
法
と
理
学
療
法
は
そ
の
資
格

制
度
の
整
備
の
段
階
か
ら
相
補
的
な
関

係
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
も
言
え
ま
す
。

そ
れ
は
、
理
学
療
法
が
物
理
療
法
や
運

動
療
法
と
い
っ
た
基
礎
的
、
要
素
的
身

体
機
能
に
働
き
か
け
る
の
に
対
し
て
、

作
業
療
法
は
心
理
的
、
社
会
的
次
元
を

も
加
え
て
、対
象
者
の
「
適
応
」
や
「
生

活
の
質
」
を
中
心
に
総
合
的
な
働
き
か

け
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
良
い
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
資
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
と
も
言
え
ま
す
。
そ
の
意
味
で

作
業
療
法
と
理
学
療
法
は
車
の
両
輪
に

例
え
ら
れ
ま
す
。

勉
強
は
楽
し
く

実
習
は
実
り
多
い
も
の

　

作
業
療
法
学
を
構
成
す
る
科
目
は
非

常
に
多
様
で
多
領
域
に
わ
た
り
ま
す
。

専
門
科
目
と
し
て
、
陶
芸
や
木
工
、
革

細
工
の
授
業
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
作

業
時
の
身
体
面
で
の
諸
現
象
を
生
理
学
、

運
動
学
的
次
元
で
解
析
す
る
能
力
を
身

に
つ
け
た
り
、
障
害
児
の
発
達
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
、
精
神
病
理
と
作
業
の
関

係
を
考
察
し
た
り
、
老
年
期
に
あ
る
人

間
の
身
体
的
、
心
理
的
、
社
会
的
特
性

や
、
障
害
者
の
た
め
の
社
会
制
度
や
資

源
に
つ
い
て
も
学
び
、
そ
の
活
用
方
法

を
知
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
専
攻
で
の
学
習
は
学
生
に
と
っ

て
は
一
歩
間
違
え
る
と
お
よ
そ
関
連
の

無
い
科
目
を
断
片
的
に
学
ぶ
よ
う
な
、

体
系
性
の
乏
し
い
も
の
に
な
る
危
険
を

常
に
含
ん
で
い
て
、
教
え
る
側
に
も
、

学
ぶ
側
に
も
大
き
な
落
と
し
穴
に
な
り

か
ね
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
人
間
の
生
活
の
各
側
面
を

縦
糸
に
、
作
業
を
横
糸
に
し
て
１
枚
の

布
を
織
る
よ
う
に
学
ん
で
い
く
と
、
新

た
な
見
方
を
獲
得
し
、
非
常
に
面
白
い

と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
が
作
業
療
法
を
学
ぶ
醍
醐
味
の
一
つ

と
も
言
え
、
そ
れ
を
肌
で
感
じ
、
今
ま

で
関
連
性
の
乏
し
か
っ
た
学
習
に
統
一

感
を
与
え
る
も
の
と
し
て
も
臨
床
実
習

は
大
変
意
味
の
あ
る
も
の
で
す
。
そ
れ

ば
か
り
か
、
患
者
様
の
人
生
を
通
し
て
、

学
生
は
今
ま
で
に
無
い
経
験
を
し
、
大

き
く
成
長
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
作
業
療
法
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
の
で

す
が
、
当
専
攻
の
講
師
陣
は
長
い
臨
床

経
験
を
生
か
し
て
各
領
域
で
の
生
の
作

業
療
法
を
伝
え
る
こ
と
で
、
落
と
し
穴

に
入
ら
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
授
業
自
体
も
作
業
療
法
を
学
び

な
が
ら
、
回
復
力
や
適
応
と
い
っ
た
人

間
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
を
通

し
て
、
講
師
一
人
々
々
の
作
業
療
法
へ

の
思
い
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
と
願
っ
て

日
々
、
学
生
諸
君
と
学
ん
で
い
ま
す
。

臨
床
好
き
な
講
師
陣

木工の実習

装具の装着
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こ
し
楽
に
な
り
た
く
て
健
康
食
品
を
利

用
す
る
な
ら
、
そ
の
食
品
は
少
な
く
と

も
患
者
自
身
あ
る
い
は
担
当
医
師
が
理

解
、
判
断
で
き
る
科
学
的
な
デ
ー
タ
の

開
示
が
あ
り
、
治
療
を
補
完
す
る
確
実

な
も
の
で
あ
り
た
い
。
こ
れ
が
補
完
医

学
の
考
え
で
す
。

　

主
な
研
究
対
象
は
、
80
種
類
以
上
の

果
実
、
穀
物
等
の
植
物
よ
り
作
っ
た
自

然
発
酵
食
品
と
中
国
一
位
科
の
樹
木
で

あ
る
紅
豆
杉
（
こ
う
と
う
す
ぎ
）
の
材

部
抽
出
液
等
で
す
。
自
然
発
酵
食
品
は

経
験
的
に
新
陳
代
謝
の
亢
進
、
整
腸
作

用
、
抗
潰
瘍
作
用
等
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
異
な
る
原
因
に
よ
る
胃
潰

瘍
マ
ウ
ス
モ
デ
ル
を
用
い
た
抗
潰
瘍
作

用
等
の
基
礎
を
検
討
し
ま
す
。

　

紅
豆
杉
は
１
級
保
護
植
物
で
、
研
究

で
き
る
施
設
が
限
ら
れ
て
お
り
、
金
沢

医
科
大
、
神
戸
薬
科
大
、
富
山
大
、
北

里
大
で
す
で
に
基
礎
検
討
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
、
抗

腫
瘍
、
抗
炎
症
、
肝
臓
の
保
護
作
用
等

多
彩
な
有
用
性
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
基
礎
検
討
を
踏
ま
え
、
今
後

臨
床
に
用
い
う
る
補
完
医
学
素
材
と
し

て
、
薬
剤
の
代
謝
系
に
対
す
る
影
響
や
、

主
な
作
用
を
有
す
る
抽
出
成
分
の
検
討
、

さ
ら
な
る
有
効
性
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

さ
て
、
研
究
室
は
い
つ
で
も
オ
ー
プ

ン
、
一
寸
気
に
な
る
方
、
興
味
津
々
の

方
い
つ
で
も
学
び
（
遊
び
）
に
お
越
し

下
さ
い
。

　

４
月
か
ら
３
ヵ
月
間
、
北
里
大
学
病

院
と
北
里
大
学
東
病
院
で
臨
床
実
習
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
臨
床
実
習
前
は

実
際
に
臨
床
の
現
場
で
臨
床
工
学
技
士

が
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
が
、
臨
床
実
習
を
し
て
臨
床

工
学
技
士
が
臨
床
の
現
場
で
ど
の
よ
う

な
立
場
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

る
か
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
臨
床
実
習

で
は
授
業
で
習
っ
た
医
療
機
器
以
外
に

も
様
々
な
も
の
が
使
わ
れ
て
お
り
、
こ

ん
な
医
療
機
器
も
あ
る
の
だ
と
新
し
い

発
見
も
多
か
っ
た
。
実
習
で
は
わ
か
ら

な
い
こ
と
も
多
く
、
臨
床
の
現
場
で

働
く
た
め
に
は
も
っ
と
様
々
な
こ
と
を

知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
感
じ

た
。
ま
た
、
実
際
に
臨
床
工
学
技
士
の

仕
事
の
一
部
を
体
験
で
き
、
と
て
も
勉

強
に
な
っ
た
。
様
々
な
医
療
職
種
の
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が

ら
仕
事
を
す
る
重
要
性
も
わ
か
っ
た
。

　

実
習
で
は
放
射
線
部
や
臨
床
検
査
部

で
の
実
習
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
他
の

医
療
職
種
の
仕
事
に
つ
い
て
理
解
す
る

と
共
に
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
の
重
要
性

も
改
め
て
理
解
で
き
た
。

　

３
ヵ
月
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
っ

た
が
今
回
の
実
習
で
得
た
こ
と
を
自
分

が
就
職
し
た
と
き
に
少
し
で
も
活
か
せ

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
。

　

平
成
19
年
６
月
１
日
、
医
療
衛
生
学

部
は
大
手
健
康
食
品
会
社
・
株
式
会
社

ピ
ュ
ア
の
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
を
受
け
「
酵

素
・
紅
豆
杉
補
完
医
学
研
究
部
門
」
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

講
座
開
設
の
目
的
は
、
免
疫
学
に
立

脚
し
た
健
康
食
品
の
科
学
で
す
。
こ
の

分
野
は
健
康
に
直
結
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
長
ら
く
曖
昧
な
分
野
と
し
て
放

置
さ
れ
続
け
て
い
ま
し
た
。
健
康
者
が

い
わ
ゆ
る
健
康
食
品
を
信
じ
て
使
用
す

る
な
ら
、
害
が
な
け
れ
ば
許
さ
れ
る
？

し
か
し
、
治
療
中
の
患
者
が
、
も
う
す

　

私
は
成
人
の
病
院
で
４
週
間
、
小
児

の
施
設
で
６
週
間
、
実
習
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
、
担
当
症
例
を
持
た
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
方
の
評
価
か
ら
訓
練

ま
で
、
一
連
の
流
れ
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
学
校
の
授
業
で
習
っ
た

こ
と
や
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
こ
と
は

基
礎
的
な
部
分
で
、
実
際
の
臨
床
現
場

で
は
応
用
を
利
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
始
め
は
普
段
と
違
う
勉
強
の

仕
方
に
苦
労
し
ま
し
た
。
患
者
様
に
検

査
や
訓
練
を
す
る
前
は
何
度
も
練
習
を

行
っ
た
の
で
す
が
、
い
ざ
本
番
に
な
る

と
緊
張
と
不
安
で
失
敗
ば
か
り
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
患
者
様
や
担
当

の
先
生
か
ら
、
失
敗
を
し
て
こ
そ
学
べ

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
、
と
い

う
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
、
失

敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ

う
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
実
習
で
、
知
識
や
技
術
だ
け
で

な
くS

T

と
し
て
臨
床
に
出
る
上
で
の
姿

勢
や
態
度
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、S

T

の
魅
力
を
存
分
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な

経
験
と
患
者
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
今
後
の
勉
強
に
生
か
せ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

臨
床
工
学
専
攻

４
年　

大
島　

弘
之

言
語
聴
覚
療
法
学
専
攻

４
年　

藤
本　

祥
子

Ａ
１
号
館
４
階
に
開
設
さ
れ
た
寄
附
講
座

（
ピ
ュ
ア
）
の
研
究
室
。
写
真
右
が
岡
野
講

師
、
左
が
守
川
特
任
助
教

臨床実習　ＣＥ・ＳＴ学生体験記

寄附講座「酵素・紅豆杉　補完医学研究部門（ピュア）」

医療検査学科　講師　岡野　哲郎
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掲

板

示

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
の
ご
父

母
に
対
し
て
、
医
療
衛
生
学
部
と
は
ど

の
よ
う
な
学
部
か
、
ど
の
よ
う
な
学
科
、

専
攻
が
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を

し
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
大
学
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
か
、
ど
の
よ

う
な
社
会
人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
か

等
を
中
心
に
説
明
さ
せ
て
戴
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
当
学
部
を
含
む
医
療
系

４
学
部
、
専
門
学
院
学
生
の
参
加
す
る

チ
ー
ム
医
療
教
育
に
つ
い
て
、
更
に
学

祖
・
北
里
柴
三
郎
先
生
の
理
念
、
大
学
、

学
部
の
教
育
理
念
等
の
幅
広
い
学
部
説

明
を
始
め
た
の
は
昨
年
の
７
月
か
ら
で
、

現
在
ま
で
５
回
施
行
し
ま
し
た
。

　

ご
父
母
の
参
加
人
数
は
毎
回
増
加
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
対
象
が
受
験
生
中
心
で
す
が
、
近

年
は
家
族
ぐ
る
み
で
参
加
す
る
傾
向
も

伺
わ
れ
、
ご
父
母
に
対
し
て
医
療
衛
生

学
部
の
宣
伝
に
良
い
機
会
と
な
り
、
学

部
長
自
ら
の
説
明
会
は
そ
れ
な
り
に
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
の
で
は
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
７
月
の
２
日

間
４
回
に
わ
た
る
説
明
で
は
計
１
９
６

名
、
８
月
は
１
日
で
し
た
が
97
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
父
母
か
ら
の
質

問
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
強
い
て
言
え
ば
、

相
当
の
勉
強
の
負
担
を
聞
き
及
び
そ
の

不
安
、
学
費
の
問
題
、
就
職
な
ど
現
実

的
な
質
問
が
幾
つ
か
あ
る
く
ら
い
で
し

た
。
し
か
し
当
学
部
の
こ
と
を
も
っ
と

良
く
知
り
た
い
と
の
思
い
を
強
く
感
じ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
印
象

●
就
職
率
と
大
学
院
進
学
者
数

　

平
成
19

年
３
月
卒
業
生

　
　
　

専
攻
名 

就
職
率　

進
学
者

　

臨
床
検
査
学 

98.9
％　

17

人

　

産
業
衛
生
学 

100

４

　

理
学
療
法
学 

100

11

　

作
業
療
法
学 

100

１

　

言
語
聴
覚
療
法
学 

100

２

　

視
覚
機
能
療
法
学 

100

０

　

臨　

床　

工　

学 

100

５

　

診
療
放
射
線
技
術
科
学 

100

９

気
に
な
る
数
字

も
し
ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
て
大
学
院
へ
の
進
学

の
お
話
も
し
て
お
り
ま
す
。
ご
父
母
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
が
子
供
の

受
験
、
進
学
に
ど
の
様
な
影
響
を
与
え

て
い
る
か
興
味
が
あ
り
ま
す
。

　

視
覚
機
能
療
法
学
専
攻
は
、
視
能
矯

正
学
、
視
器
解
剖
生
理
学
、
生
理
光
学

の
３
研
究
室
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お

り
、
視
覚
機
能
に
関
わ
る
様
々
な
分
野

に
つ
い
て
学
び
、
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

今
春
卒
業
し
た
全
て
の
学
生
が
視
能
訓

練
士
の
国
家
試
験
に
合
格
し
、
病
院
で

の
仕
事
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
が
、

視
能
訓
練
士
は
、
そ
の
名
前
も
仕
事
の

よ
り
良
質
な
視
覚
を
得
る
だ
け
で
は
な

く
、
視
覚
以
外
の
障
害
を
持
つ
方
が
、

視
覚
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
生
活
の

質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
チ
ー
ム
医
療
教
育
で
は
、
他

専
攻
の
学
生
達
に
も
視
能
訓
練
士
の
こ

の
よ
う
な
仕
事
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
将
来

の
連
携
に
つ
な
げ
て
行
く
こ
と
が
で
き

る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
専

攻
で
は
少
人
数
の
実
習
を
通
し
て
、
技

能
習
得
の
み
な
ら
ず
深
く
考
察
し
、
臨

床
実
習
で
の
実
践
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
病
気
治
療
の
み
な
ら
ず

「
見
え
方
の
質
」
を
追
求
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
視
能
訓
練
士
に
も
、
そ
の
た

め
の
技
術
開
発
・
応
用
が
期
待
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

状
を
反
映
し
、
実
生
活
の
中
で
ど
の
よ

う
な
不
自
由
に
つ
な
が
る
の
か
を
考
察

内
容
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

視
能
訓
練
士
は
、
視
機
能
検
査
全
般

と
、
斜
視
や
弱
視
な
ど
を
発
見
・
診
断

し
、
医
師
と
共
に
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
ん
で
実
際
の
治
療
に
も
携
わ
る
専

門
家
で
す
。
臨
床
で
は
、
適
切
な
検
査

を
行
い
、
治
療
に
役
立
ら
れ
る
よ
う
な

幅
広
い
知
識
や
技
能
の
習
得
だ
け
で
な

く
、
そ
の
結
果
が
病
気
の
ど
の
様
な
症

医療衛生学部長
齋藤　豊和

学
生
の
体
験
ル
ポ

　
（
財
）日
本
環
境
整
備
教
育
セ
ン
タ
ー

の
企
画
に
よ
っ
て
、
健
康
科
学
科
の
林

さ
ん
、
間
瀬
さ
ん
、
矢
込
さ
ん
が
、
飯

能
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
浄
化
槽
を

平
成
18
年
12
月
に
見
学
し
ま
し
た
。
水

環
境
保
全
に
貢
献
す
る
浄
化
槽
の
効
果

を
実
感
し
た
彼
女
た
ち
の
体
験
ル
ポ
は
、

セ
ン
タ
ー
出
版
の
技
術
雑
誌
「
月
刊
浄

化
槽
」
７
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
浄
化
槽
と
は
、
下
水
道
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に
お
け
る
重
要

な
生
活
排
水
処
理
施
設
で
、
詳
細
は

（
財
）
日
本
環
境
整
備
教
育
セ
ン
タ
ー

の
サ
イ
ト
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.je
c
e
s. 

o
r.jp
/

）
か
ら
得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

（
健
康
科
学
科　

伊
与　

亨
）

め
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

　

ま
た
、
学
内
で
不
審
者
を
目
撃
し
た

場
合
は
、
直
ち
に
、
守
衛
室
・
学
部
等

事
務
室
・
教
学
セ
ン
タ
ー
に
通
報
し
て

下
さ
い
。

　

貴
重
品
は
肌
身
離
さ
ず
携
帯
し
、
必

ず
鍵
の
か
か
る
と
こ
ろ
に
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

　

10
月
に
Ａ
３
号
館
や
総
合
体
育
館
更

衣
室
で
現
金
等
が
盗
ま
れ
る
盗
難
事
件

が
数
件
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
歳
末
に
向
け
て
、
盗
難
・

窃
盗
事
件
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

学
内
や
自
宅
に
お
け
る
防
犯
意
識
を
高

盗
難
事
件
多
発
！

視
覚
機
能
療
法
学

視
覚
機
能
療
法
学

教
授　

庄
司　

信
行
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ＳＮＰ：single  nucleotide polymorphism　一塩基多型

研究最前線研究最前線研究最前線 急性骨髄性白血病の病態解明と治療法開発
医療検査学科　教授　高橋伸一郎

骨粗鬆症と遺伝子多型
健康科学科　講師　大場　謙一

活
性
化
、
細
胞
異
常
増
殖
な
ど
を
介
し

てA
M
L

の
病
態
に
深
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
私
達
は
こ
れ
ま
で
に
、F

L
T
3

変
異
型A

M
L

細
胞
に
お
い
て
、
遺
伝

子
発
現
に
関
わ
るS

M
R
T

と
い
う
核

内
の
因
子
が
、
局
在
が
変
化
し
て
細
胞

質
に
移
行
し
、
そ
の
機
能
が
阻
害
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
亜
ヒ
酸
は
、
強
力
な

S
M
R
T

阻
害
剤
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
物
質
で
し
た
。
そ
こ
で
、

F
L
T
3

変
異
型A

M
L

細
胞
に
お
い

て
、
亜
ヒ
酸
が
特
異
的
な
効
果
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
検

討
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、F

L
T
3

変
異
型A
M
L

細
胞
に
対
し
、
亜
ヒ
酸

とF
L
T
3

阻
害
剤
と
を
組
み
合
わ
せ

て
投
与
す
る
と
、
特
異
的
か
つ
極
め
て

強
い
抗
白
血
病
細
胞
効
果
を
持
つ
こ
と

発
見
い
た
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
亜

ヒ
酸
は
、
急
性
前
骨
髄
球
性
白
血
病

（A
P
L

）
と
い
う
タ
イ
プ
の
白
血
病

の
非
抗
癌
剤
系
治
療
薬
と
し
て
現
在
用

い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。F

L
T
3

阻
害

剤
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、A

P
L

の
み
な
ら
ず
、
多
く
のF

L
T
3

変
異

型A
M
L

に
対
し
効
果
的
で
あ
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
効
果
的
な
治
療

方
法
を
、
分
子
生
物
学
的
な
研
究
を
通

じ
て
さ
ら
に
発
見
し
、
白
血
病
の
治
療

成
績
の
向
上
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
は
高
齢
化
社
会
の
進
展
と

共
に
増
加
し
、
約
１
０
０
０
万
人
が
罹

患
し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
、
そ
の
対
策

は
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
症
は
骨

量
・
骨
密
度
が
減
少
し
て
骨
組
織
の
微

細
な
構
造
が
変
化
し
、
そ
の
た
め
に
骨

が
も
ろ
く
な
っ
て
骨
折
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
加
齢
と
共
に
そ
の
発
症

頻
度
は
高
く
な
り
ま
す
。
骨
は
骨
吸
収

（
古
い
骨
を
溶
か
し
、
壊
し
て
い
く
こ

と
）
と
骨
形
成
（
新
し
い
骨
を
つ
く
る

こ
と
）の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
再
構
築（
リ

モ
デ
リ
ン
グ
）
を
繰
り
返
し
、
一
定
の

骨
量
を
保
っ
て
い
ま
す
。
本
症
で
は
そ

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
骨
量
が
減
少
し

ま
す
。
近
年
、
リ
モ
デ
リ
ン
グ
を
調
節

す
る
因
子
の
解
明
が
進
展
し
、
そ
の
知

見
が
本
症
の
成
因
に
大
き
く
関
与
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
骨
代
謝
に
関
連
す
る
遺
伝

子
の
多
型
を
解
析
し
、
そ
の
多
型
と

骨
密
度
の
関
係
を
調
べ
て
い
ま
す
。
遺

伝
子
多
型
は
、
個
人
間
のD

N
A

配
列

の
違
い
で
、
ヒ
ト
の
体
質
に
関
係
す
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
研
究
で
はD

N
A

配
列
の
１
つ
の
塩
基
が
個
人
間
で
異

な
る
塩
基
に
な
っ
て
い
る
１
塩
基
多
型

（S
N
P
：

ス
ニ
ッ
プ
と
読
む
）
を

調
べ
て
い
ま
す
。
骨
密
度
が
低
値
を
示

すS
N
P

が
明
ら
か
に
な
る
と
、
本
症

の
発
症
の
予
測
・
予
防
に
役
立
つ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

方
法
は
、
血
液
か
ら
抽
出
し
た
少
量

　

白
血
病
は
、
青
年
層
の
死
因
と
し
て

は
、
事
故
死
に
次
ぐ
第
２
位
を
占
め
、

社
会
的
影
響
が
大
き
い
病
気
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
白
血
病
の
現
在
の
治
療

の
中
心
は
、
抗
癌
剤
を
用
い
た
化
学
療

法
・
造
血
幹
細
胞
移
植
術
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
抗
癌
剤
中
心
の
治
療

法
に
は
、
副
作
用
や
薬
剤
耐
性
、
２
次

発
癌
な
ど
様
々
な
問
題
が
内
包
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
非
抗
癌
剤
系
の

効
果
的
な
治
療
法
の
開
発
が
待
た
れ
て

い
ま
す
。
私
は
白
血
病
の
中
で
も
、
成

人
に
頻
度
が
高
い
、
急
性
骨
髄
性
白
血

病
（A

M
L

）
に
関
す
る
基
礎
研
究
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

A
M
L

に
お
け
る
代
表
的
な
遺
伝
子

変
異
と
し
て
、F

L
T
3

と
呼
ば
れ
る

細
胞
膜
表
面
の
受
容
体
の
変
異
が
有
名

で
す
。F

L
T
3

変
異
は
、A

M
L

の
約

1
/
3

と
非
常
に
高
頻
度
か
つA

M
L

特

異
的
に
認
め
ら
れ
る
変
異
で
あ
り
、
下

流
の
細
胞
内
シ
グ
ナ
ル
伝
達
経
路
異
常

の
遺
伝
子
を
用
い
て
、S

N
P

を
含
む

遺
伝
子
をP

C
R

法
で
増
幅
し
、
増
幅

し
たD

N
A

断
片
は
制
限
酵
素
（S

N
P

の
配
列
を
認
識
）
で
切
断
し
ま
す
。
そ

のD
N
A

断
片
の
大
き
さ
でS

N
P

を

調
べ
ま
す
。
研
究
で
は
骨
密
度
と
関

連
す
るS

N
P

を
見
い
だ
し
て
い
ま
す
。

若
年
時
に
、
骨
密
度
が
低
値
を
示
す

S
N
P

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
れ

ば
、
そ
の
時
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含

む
食
事
や
運
動
等
を
し
て
体
内
カ
ル
シ

ウ
ム
を
多
く
す
る
こ
と
で
、
早
期
の
骨

粗
鬆
症
の
予
防
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

今
後
は
、
こ
の
方
法
を
労
働
衛
生
に

活
用
し
て
、
有
害
物
質
に
対
す
る
感
受

性
に
関
連
す
るS

N
P

を
明
ら
か
に
し
、

有
害
物
を
扱
う
労
働
者
個
々
人
の
適
切

な
職
場
環
境
の
選
択
、
健
康
管
理
な
ど

に
利
用
し
て
労
働
者
の
健
康
増
進
に
大

き
く
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
は
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
を
扱
う
た

め
北
里
大
学
医
学
部
・
病
院
倫
理
委
員

会
の
許
可
を
得
て
い
ま
す
。

球技大会にて。
筆者は前列左から2番目

A
M
L

細
胞
に
お
け
るF

LT
3

変
異
（F

LT
3-

IT
D

）
下
流
経
路
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牡
蛎
に
よ
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒

の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
人
の
腸
管
上
皮
細

胞
で
の
み
増
殖
す
る
ウ
イ
ル
ス
で
、
牡

蛎
で
は
増
殖
し
ま
せ
ん
。
牡
蛎
は
海
水

中
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
濃
縮
し
て
い
る

だ
け
な
の
で
す
。
不
思
議
な
こ
と
は
、

牡
蛎
の
中
に
は
複
数
の
遺
伝
子
型
の
異

な
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
い
る
の
に
、
あ

た
っ
た
人
か
ら
は
単
一
の
遺
伝
子
型
し

か
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
同
じ
牡
蛎

ＢＥＩ：Biological Exposure Indices　生物学的曝露指標

を
食
べ
て
も
あ
た
る
人
、
あ
た
ら
な
い

人
が
い
ま
す
。

　

最
近
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
レ
セ
プ
タ
ー

（
ウ
イ
ル
ス
が
細
胞
に
感
染
す
る
時
に

結
合
す
る
物
質
）
は
血
液
型
抗
原
で
あ

る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

通
常
ウ
イ
ル
ス
は
宿
主
が
共
通
に
持
っ

て
い
る
も
の
を
レ
セ
プ
タ
ー
に
し
て
い

る
の
で
す
が
、
な
ぜ
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が

個
体
差
の
あ
る
も
の
を
レ
セ
プ
タ
ー
に

選
ん
だ
の
か
は
ま
だ
謎
で
す
。

　

牡
蛎
を
食
べ
る
際
に
は
85
℃
以
上
の

温
度
で
１
分
以
上
加
熱
す
る
こ
と
が
、

唯
一
の
確
実
な
予
防
法
で
す
。

堀口　利之

　

『M
u
rp
h
y
's L
a
w

』

を

ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。「M

u
rp
h
y
's 

L
a
w
 a
n
d
 O
th
e
r R
e
a
so
n
s 

W
h
y
 T
h
in
g
s G
o
 W
ro
n
g

」

と
い
う
本
が
１
９
７
７
年
に
米
国
で

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
本
邦
で
は

１
９
９
３
年
に
翻
訳
、
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

『If 
a
n
y
th
in
g
 
c
a
n
 
g
o
 

w
ro
n
g
, it w

ill.

』（
失
敗
す
る
可

能
性
が
あ
る
も
の
は
、
失
敗
す
る
）

　

巷
で
危
機
管
理
云
々
が
騒
が
れ
る

時
、
必
ず
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
最
近

「
21
世
紀
版　

マ
ー
フ
ィ
ー
の
法
則
」

が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
馬
鹿
馬
鹿
し

い
と
は
思
わ
ず
、
納
得
し
た
上
で
笑

い
飛
ば
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の

で
す
。

　

初
版
に
は
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

今
回
は
割
愛
さ
れ
た
も
の
に
「T

h
e
 

M
u
rp
h
y
's P
h
ilo
so
p
h
y

」
が

あ
り
ま
す
。
個
人
的
に
は
大
変
に
気

に
入
っ
て
い
る
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

『S
m
ile
. T
o
m
o
rro
w
 w
ill 

b
e
 w
o
rse
.

』

　

お
陰
で（
？
）今
日
も
何
と
か
笑
っ

て
過
ご
せ
て
い
ま
す
・
・
・
。

人
を
選
ぶノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

微
生
物
学　

原　

和
矢

　

大
学
院
医
療
系
研
究
科
に
『
長
期
履

修
学
生
制
度
』
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
、

本
年
６
月
の
学
園
理
事
会
で
決
ま
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
平
成
20
年
度
の
入
学
者
か

　

本
年
４
月
に
、
齋
藤
京
子
教
授
（
虎

の
門
病
院
か
ら
）、
五
味
勉
講
師
（
信
州

大
学
医
学
部
附
属
病
院
）、
稲
田
龍
司

助
手
（
北
里
大
学
病
院
）
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
豊
富
な
臨
床
経
験
を
生
か
し

た
、
技
術
教
育
向
上
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
管
理
室
長
に
就
任
し
た
小
川

幸
次
准
教
授
、
昇
任
の
村
石
浩
助
教
を

含
め
た
、
総
勢
13
名
（
教
授
３
名
、
准

教
授
２
名
、
講
師
４
名
、
助
教
２
名
、

と
一
体
と
な
っ
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
院
生
は
修
士
12
名
と
博
士
１
名

で
す
。
将
来
の
高
学
歴
化
を
目
指
し
、

修
士
進
学
率
を
10
％
以
上
に
引
上
げ
る

と
い
う
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。
修
士

で
は
文
部
科
学
省
が
進
め
て
い
る
「
が

ん
対
策
基
本
法
」
に
基
づ
く
「
が
ん
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
教
育
」
の
一

端
を
担
い
、
が
ん
専
門
診
療
放
射
線
技

師
や
医
学
物
理
士
を
養
成
し
ま
す
。

た
齋
藤
学
部
長
は
じ
め
皆
様
に
感
謝
し

な
が
ら
、
実
習
や
卒
研
で
「
３
次
元
画

像
診
断
教
育
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
個
性
を
生
か
し
て
専
門
性
を

高
め
る
た
め
に
、
平
成
20
年
度
は
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
大
改
定
し
ま
す
。
本
専
攻

の
特
色
を
一
層
鮮
明
に
し
て
、
優
れ
た

資
質
の
入
学
志
願
者
確
保
、
国
家
試
験

合
格
率
向
上
、
就
職
先
拡
大
な
ど
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
教
員
は
学
生

　

昨
年
は
高
レ
ベ
ル
の
画
像
技
術
教
育

を
目
指
し
、「
デ
ジ
タ
ル
画
像
診
断
シ

ス
テ
ム
」
を
更
新
し
ま
し
た
。
最
新
の

Ｃ
Ｔ
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
、
ガ
ン
マ
カ

メ
ラ
な
ど
高
額
装
置
を
導
入
し
て
頂
い

助
手
２
名
、
内
２
名
は
公
募
中
）
が
協

力
し
て
講
義
、
実
習
、
卒
研
指
導
を
し

て
い
ま
す
。

診
療
放
射
線
技
術
科
学

診
療
放
射
線
技
術
科
学
専
攻

教
授　

丸
山　

浩
一

食中毒②

ノロウイルスの電顕写真

医
療
系
研
究
科
に

長
期
履
修
学
生
制
度

履
修
期
間
の
変
更
、
長
期
履
修
の
取
り

下
げ
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
取
り
決
め

が
あ
る
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
医
療
系
研
究
科
事

務
室
・
入
試
係
﹇
Ｍ
１
号
館
１
階
ラ
ウ

ン
ジ
内
、
電
話
０
４
２
‐
７
７
８
‐
９

３
０
５
﹈
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き

た
い
。

左から齋藤教授、丸山教授、
　　　五味講師、稲田助手

ら
、
希
望
者
に
は
こ
の
長
期
履
修
学
生

制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
職
業
を
有
し
て

い
る
な
ど
の
事
情
に
よ
り
学
業
に
専
念

で
き
な
い
た
め
、
課
程
修
了
に
要
す
る

学
修
（
研
究
）
計
画
年
数
を
あ
ら
か
じ

め
長
期
に
設
定
す
る
こ
と
を
希
望
す
る

者
。
入
学
手
続
き
の
際
に
申
請
を
行
い
、

審
査
を
経
て
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
制
度
に
よ
る
修
業
年
限
は
、
標

準
修
業
年
限
を
含
め
て
修
士
課
程
で
３

年
、
博
士
課
程
で
５
年
ま
た
は
６
年
と

な
っ
て
お
り
、
年
度
を
単
位
と
し
て
申

請
で
き
る
。
た
だ
し
標
準
修
業
年
限
の

２
倍
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

留
意
を
要
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
休
学
や
早
期
修
了
、
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東
京
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
と
ベ

ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
カ
ン
ト
市
衛

生
局
と
の
国
際
協
力
活
動
の
一
環
で
、

毎
年
ベ
ト
ナ
ム
で
行
わ
れ
る
「
参
加
型

改
善
を
学
ぶ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は
７
月
28
日

か
ら
８
日
間
行
わ
れ
、
ア
ジ
ア
の
国
々

か
ら
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
型
改
善
活
動
は
、
よ
り
よ
い
労

働
環
境
の
普
及
に
、専
門
家
が
労
使（
雇

い
主
や
労
働
者
）
に
対
し
て
一
方
的
な

教
育
を
す
る
の
で
は
な
く
、
専
門
家
と

労
使
が
共
に
労
働
環
境
に
つ
い
て
考
え
、

改
善
す
る
活
動
で
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
専
門
家
に
よ
る

講
義
、
改
善
途
上
の
工
場
等
を
調
査
し
、

労
使
と
共
に
労
働
環
境
の
良
い
点
と
今

後
の
改
善
点
に
つ
い
て
、
ゲ
ー
ム
等
を

交
え
な
が
ら
討
議
し
ま
し
た
。

　

労
働
環
境
の
改
善
は
、
政
府
に
よ
る

介
入
も
必
要
で
す
が
、
こ
の
活
動
に
よ

り
、
簡
単
で
お
金
を
か
け
ず
に
、
労
使

の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
労
働
環
境
作

り
が
で
き
る
た
め
、
大
き
な
意
義
が
あ

▽
読
書
・
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
・
食
欲
の

秋
た
け
な
わ
で
す
。
読
者
諸
氏
は
ど
れ

を
満
喫
し
て
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

▽
美
術
展
の
中
か
ら
『
フ
ェ
ル
メ
ー
ル

〔
牛
乳
を
注
ぐ
女
〕
と
オ
ラ
ン
ダ
風
俗

画
展
』
と
『
ベ
ル
ト
・
モ
リ
ゾ
展
』
に

行
き
ま
し
た
。

▽
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
は
映
画
に
も
な
っ
た

「
真
珠
の
耳
飾
の
少
女
」
等
で
知
ら
れ

る
画
家
で
す
が
、
女
性
画
家
ベ
ル
ド
・

モ
リ
ゾ
は
、
19
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス

で
、
女
性
に
正
規
の
美
術
教
育
を
受
け

る
機
会
が
充
分
に
与
え
ら
れ
な
い
環
境

の
中
、
家
族
や
身
近
な
草
木
を
題
材
に

繊
細
な
表
現
の
作
品
を
残
し
ま
し
た
。

▽
印
象
派
の
巨
匠
と
呼
ば
れ
る
男
性
画

家
達
の
影
で
、
印
象
派
の
活
動
を
支
え

た
彼
女
の
作
品
展
を
、
こ
の
秋
の
お
す

す
め
に
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
本
誌
のw

e
b

版
が
医
療
衛
生
学
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
卒
業
生
、
受
験
生
始
め
多

く
の
方
々
に
、
学
部
を
身
近
に
感
じ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

（
浜
崎
）

　
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
熱
い
夏　

－

第
７
回
メ
コ
ン
デ
ル
タ
参
加
型
改
善
活
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ－

産
業
衛
生
学
専
攻　

４
年　

赤
羽
あ
ゆ
美

レポーター

本

労
働
環
境
の
改
善
を
始
め
た
ば
か
り
の
ア

ス
ベ
ス
ト
工
場
で
の
調
査
風
景

これが

おすすめ

編
集
委
員
会

委　

員　

長

　

浜
崎　

道
子

委　
　
　

員

　

原　
　

和
矢
／

大
場　

謙
一
／
鈴
木　

恵
子
／

磯
辺　

智
範
／
野
田　

和
子
／

大
庭　

恒
夫
／
井
上
富
美
子

　

最
近
耳
に
し
な
く
な
っ
た
童
謡
の
曲

の
美
し
さ
、
詩
の
叙
情
性
の
高
さ
に
感

動
し
た
著
者
に
よ
る
、
韻
を
踏
ん
だ
英

語
の
詩
と
日
本
語
の
歌
の
Ｃ
Ｄ
が
付
い

た
、
歌
集
・
絵
本
で
す
。
あ
め
ふ
り
の

ピ
チ
ピ
チ
チ
ャ
プ
チ
ャ
プ
の
英
語
表
現

が
楽
し
い
。
幼
い
頃
を
懐
か
し
む
方
、

海
外
へ
の
お
土
産
を
探
し
て
い
る
方
々

へ
。

（
基
礎
医
学
系　

浜
崎
道
子
）

　

北
里
大
学
総
合
体
育
館
内
に
ト
レ
ー

ナ
ー
室
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
ト
レ
ー
ナ
ー
室
で
は
懇
和
会
を
毎

週
水
曜
17
時
よ
り
開
催
し
て
お
り
、
学

生
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
の
勉
強
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
で

ケ
ガ
を
し
た
学
生
（
職
員
）
に
対
す
る

指
導
も
行
っ
て
お
り
、
学
生
の
勉
強
と

同
時
に
福
利
厚
生
施
設
の
二
役
を
担
っ

て
お
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
ケ
ガ
を
さ

れ
た
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
Ｐ
Ｔ　

渡
邊
裕
之
）

「
新
体
育
館
内

ト
レ
ー
ナ
ー
室
」

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加

者
と
の
交
流
を
通
し
て
、
か
け
が
え
の

な
い
友
人
が
で
き
ま
し
た
。

　前期試験が終了した７月27日午後１時30分から、逗
子・葉山を基点に変身プログラムは開始されました。
４年生は病院実習のため登録学生14名中６名しか参加
できませんでしたが、葉山マリーナから23人乗りのク
ルーザーで江ノ島周遊クルージングと夜は逗子海岸の
花火大会を楽しみました。写真は下船後湘南BOYと
GIRLに変身し、満足した笑顔です。その直後船酔いし
て気持ち悪くなった学生が２名いました。誰でしょう？
ヒントはV！

中村　賢・懇和会 １
日
だ
け

湘
南B

O
Y
&
G
IR
L

に

変
身
し
よ
う

ア
ル
バ
ム


